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米
が
先
物
取

引
市
場
に
復
活

再
上
場
さ
れ
て

１
年
が
過
ぎ

た
。
年
寄
り
に
無
用
な
情
報

を
極
力
避
け
て
い
る
私
に

は
、
再
上
場
の
真
偽
も
い
き

さ
つ
も
詳
し
く
無
い
。
た
だ

「
な
ん
で
今
頃
」
と
い
う
驚

き
が
あ
る
。

　

堂
島
米
市
場
が
日
本
の
軍

事
国
家
化
に
伴
い
廃
止
さ
れ

て
70
年
以
上
に
な
る
。
市
場

跡
に
は
今
も
記
念
碑
が
あ
る

は
ず
だ
。
米
は
配
給
で
米
穀

通
帳
が
住
民
台
帳
み
た
い
だ

っ
た
時
代
は
過
ぎ
去
っ
た
。

　

配
給
米
だ
け
で
は
餓
死
す

る
時
代
に
都
会
の
庶
民
は
闇

米
を
食
っ
て
生
き
延
び
た

が
、
遵
法
精
神
に
殉
じ
て
餓

死
し
た
裁
判
官
が
い
た
。

　

穏
や
か
な
江
戸
時
代
を
通

じ
て
育
ま
れ
た
日
本
の
自
由

経
済
は
戦
争
で
破
壊
さ
れ
た

だ
け
で
な
く
、
戦
後
米
の
価

格
を
政
府
に
決
め
て
も
ら
う

の
を
当
然
視
す
る
ト
ラ
ウ
マ

が
残
っ
た
。

　

知
的
所
有
権
や
原
発
や
ネ

ッ
ト
犯
罪
や
と
世
の
変
動
が

激
し
く
、
法
規
制
が
追
い
付

か
な
い
。
そ
の
上
、
価
格
形

成
か
ら
風
俗
、
文
化
ま
で
国

際
化
し
外
国
と
の
相
互
参
入

が
激
し
い
。
今
さ
ら
米
の
上

場
が
庶
民
の
自
立
心
向
上
に

役
立
つ
だ
ろ
う
か
。

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

　

「
大
阪
都
構
想
が
実
現
す

れ
ば
解
散
す
る
」
と
し
て
い

た
橋
下
・
維
新
の
会
が
、
国

政
進
出
の
た
め
に
日
本
維
新

の
会
を
結
成
し
た
。
８
月
末

に
ま
と
め
ら
れ
た
「
維
新
八

策
」
を
み
て
も
、
橋
下
・
維

う
に
政
治
が
動
か
さ
れ
て
い

く
。

　

橋
下
・
維
新
の
会
の
最
終

目
標
で
あ
る
道
州
制
が
実
現

す
れ
ば
、
他
の
府
県
に
統
合

さ
れ
る
「
大
阪
都
」
も
消
え

て
な
く
な
る
が
、
彼
ら
は

「
ま
ず
大
阪
都
を
つ
く
っ
た

後
で
関
西
州
へ
移
行
す
る
の

で
、
時
間
の
流
れ
か
ら
は
矛

盾
し
な
い
」
と
い
っ
た
稚
拙

な
主
張
を
す
る
。

嘘
で
印
象
残
す

　

か
つ
て
小
林
秀
雄
は
「
ヒ

ッ
ト
ラ
ー
と
悪
魔
」
と
い
う

評
論
の
中
で
、「
大
衆
が
、

信
じ
ら
れ
ぬ
ほ
ど
の
健
忘
症

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
」、「
大
き
な
嘘
は
人

新
の
会
の
単
一
争
点
で
あ
っ

た
は
ず
の
「
大
阪
都
構
想
」

は
統
治
機
構
改
革
の
中
で
触

れ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
ま

っ
た
く
重
要
視
さ
れ
て
い
な

い
。「
維
新
八
策
」
の
大
部

分
は
「
大
阪
都
構
想
」
と
は

々
の
心
に
必
ず
強
い
印
象
を

残
す
。
嘘
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
よ
り
も
、
こ
の
残
さ
れ
た

強
い
痕
跡
の
方
が
余
程
大
事

で
あ
る
」
と
い
う
ヒ
ッ
ト
ラ

ー
の
思
想
を
描
い
て
い
る
。

こ
の
間
の
橋
下
・
維
新
の
会

と
大
阪
の
住
民
と
の
関
係
と

ダ
ブ
ら
せ
て
み
る
と
、
こ
う

し
た
政
治
の
台
頭
に
あ
ら
た

め
て
恐
怖
を
感
じ
る
。

　

「
維
新
八
策
」
は
大
阪
の

取
り
組
み
を
全
国
に
広
げ
る

こ
と
を
柱
と
し
て
い
る
。
我

わ
れ
一
人
ひ
と
り
が
憲
法
に

定
め
ら
れ
た
主
権
者
と
し
て

自
覚
的
に
声
を
発
す
る
こ
と

が
、い
ま
何
よ
り
も
大
切
だ
。

�

（
つ
づ
く
）
　

厚
労
省
は
、
社
会
保
障
審

議
会
「
生
活
困
窮
者
の
生
活

支
援
の
在
り
方
に
関
す
る
特

別
部
会
」
を
開
き
、
生
活
保

護
の
医
療
扶
助
の
削
減
に
向

け
、
医
療
機
関
の
指
定
取
り

消
し
要
件
を
法
制
化
し
、
指

定
を
有
期
制
に
す
る
方
向
性

を
提
示
し
た
。
生
活
保
護
の

指
定
が
取
り
消
さ
れ
た
場

も
り
・
ひ
ろ
ゆ
き　

１
９
６
７
年
大
阪
府
生
ま
れ
。
高
知
大

学
専
任
講
師
や
大
阪
教
育
大
学
助
教
授
を
経
て
、
２
０
０
３

年
か
ら
立
命
館
大
学
政
策
科
学
部
助
教
授
。
09
年
か
ら
同
教

授
。
地
方
財
政
と
公
共
事
業
を
専
攻
。
著
書
に
『
検
証
・
地

域
主
権
改
革
と
地
方
財
政
』『
大
阪
維
新
改
革
を
問
う
』（
い

ず
れ
も
共
著
）
な
ど
多
数
。

合
、
合
わ
せ
て
保
険
医
療
機

関
指
定
の
取
り
消
し
も
検
討

す
る
。
今
秋
に
報
告
書
を
ま

　

財
務
相
の
諮
問
機
関
・
財

政
制
度
審
議
会
の
財
政
制
度

と
め
、政
府
が
策
定
す
る「
生

活
支
援
戦
略
」に
盛
り
込
む
。

　

生
活
保
護
の
指
定
医
療
機

関
を
め
ぐ
っ
て
は
、
橋
下
徹

大
阪
市
長
が
有
期
制
や
取
り

消
し
の
方
針
を
打
ち
出
し
て

い
る
。

分
科
会
は
、
来
年
度
の
予
算

編
成
に
向
け
て
社
会
保
障
分

野
に
つ
い
て
議
論
し
、
現
在

１
割
と
な
っ
て
い
る
70
～
74

歳
の
医
療
費
窓
口
負
担
を
倍

増
す
る
方
針
を
示
し
た
。

　

同
分
科
会
の
議
論
に
対

し
、
三
井
辨
雄
厚
労
相
は
記

者
会
見
で
「
高
齢
者
で
も
そ

れ
な
り
に
負
担
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
話
も
あ
る
」

と
し
、
応
能
負
担
の
視
点
な

ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
こ
と
を
示
し
た
。

橋
下
・
維
新
の
会
は
、
そ
れ

ま
で
の
主
張
を
た
え
ず
変
え

て
き
た
。
橋
下
氏
が
知
事
の

と
き
に
は
、
大
阪
府
を
解
消

し
て
「
関
西
州
」
を
実
現

し
、
大
阪
市
を
は
じ
め
と
す

る
市
町
村
に
は
こ
れ
ま
で
以

上
の
行
政
能
力
を
発
揮
し
て

も
ら
う
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン

を
掲
げ
て
い
た
。
そ
れ
が
突

如
と
し
て
、「
大
阪
都
」（
＝

大
阪
市
や
堺
市
、
さ
ら
に
は

周
辺
市
ま
で
も
を
廃
止
す

る
）
と
い
う
方
針
へ
１
８
０

度
変
質
す
る
。
そ
の
間
に
大

阪
の
統
治
機
構
改
革
に
つ
い

て
の
十
分
な
検
証
を
行
っ
た

形
跡
も
な
く
、
以
前
の
言
説

は
ま
る
で
無
か
っ
た
か
の
よ

何
の
関
係
も
な
く
、
こ
の
地

域
政
党
は
い
っ
た
い
何
を
目

的
に
し
て
結
成
さ
れ
た
の
か

さ
え
わ
か
ら
な
い
。

１
８
０
度
変
質

　

こ
れ
ま
で
大
阪
の
政
治
を

劇
場
的
に
振
り
回
し
て
き
た

　

混
合
診
療
の
完
全
解
禁
や
軽
症
患
者
の
自
己
負
担
増
な
ど
を
掲
げ
る
日
本
維
新
の
会

（
代
表
・
橋
下
徹
大
阪
市
長
）
が
15
日
、
国
会
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
支
持
率
が

急
落
し
、
批
判
し
て
き
た
既
存
政
党
と
の
連
携
を
図
る
な
か
で
、
同
会
は
ど
こ
に
向
か

お
う
と
し
て
い
る
の
か
。
地
方
財
政
の
専
門
家
で
、
橋
下
「
改
革
」
の
実
態
を
検
証
し

て
き
た
森
裕
之
氏
（
立
命
館
大
学
教
授
）
に
投
稿
し
て
も
ら
っ
た
。

高
齢
者
の
窓
口
負
担
増
示
す

生
保
指
定
の
有
期
化
を
提
案

来
年
度
予
算
に
向
け
議
論

取
り
消
し
要
件
の
法
制
化
も

結
党
目
的
分
か
ら
ぬ「
八
策
」

記
述
ほ
と
ん
ど
な
い「
都
構
想
」

８月末に公表した「維新八
策」最終案。「大阪都構想」に
関する記述はほとんどない

財政審

厚労省

基 
軸
日
本
維
新
の
会

ね
ら
い
と
実
態

❶

立
命
館
大
学
教
授
　
森
裕
之

保険でよい歯科医療を大阪連絡会

市
民
講
座 11月４日（日）　　　　

　　　　午後２時～４時

「口は命の入り口、
　　　　心の出口」

会場・Ｍ＆Ｄホール
会費・無料
後援・大阪府、大阪市
※�お申し込みは、協会事務局まで
　TEL 06-6568-7731

原発ゼロの会・大阪

廃炉求める思い広がる
１周年のつどいに800人超

　

原
発
ゼ
ロ
の
会
・
大
阪
発

足
１
周
年
記
念
の
つ
ど
い
が

７
日
、
大
阪
市
内
で
開
か
れ

た
。
会
場
は
８
０
０
人
超
の

参
加
者
で
あ
ふ
れ
、
協
会
か

ら
は
役
員
、
事
務
局
ら
10
人

　

大
阪
市
は
、
11
月
か
ら
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度

の
通
院
の
対
象
年
齢
を
中
学
卒
業
ま
で
拡
充
す
る
。
一

部
負
担
金
や
所
得
制
限
は
従
来
通
り
で
、
診
療
の
際
は

医
療
証
の
確
認
が
必
要
に
な
る
。

　

協
会
は
、
大
阪
市
交
渉
や
大
阪
社
会
保
障
推
進
協
議

会
が
実
施
す
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
な
ど
で
、
対
象
年
齢

の
引
き
上
げ
を
求
め
て
き
た
。
協
会
や
市
民
の
度
重
な

る
要
望
を
受
け
、
市
は
助
成
拡
充
を
決
め
た
。

が
参
加
し
た
。

　

放
射
線
防
護
の
専
門
家
・

安
斎
育
郎
さ
ん
（
立
命
館
大

学
名
誉
教
授
）
が
講
演
し
、

原
発
開
発
と
核
軍
備
競
争
の

関
係
、「
平
和
利
用
」
と
い

う
名
の
下
で
推
進
さ
れ
た
原

発
の
歴
史
を
説
明
。「
原
発

は
10
万
年
先
の
人
類
に
負
の

遺
産
を
残
す
非
倫
理
的
な
も

の
」
と
指
摘
し
、
す
べ
て
を

廃
炉
に
す
る
に
は
「
ヒ
ー
ロ

ー
に
問
題
解
決
を
望
む
の
で

は
な
く
、
主
権
者
で
あ
る
国

民
が
こ
の
国
を
変
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
話
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
チ
で
は
、

高
槻
市
で
避
難
生
活
を
続
け

る
女
性
が
発
言
。事
故
当
時
、

原
発
か
ら
40
㌔
離
れ
た
避
難

先
の
自
治
体
で
は
ヨ
ウ
素
剤

を
配
布
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、「
住
民
票
が
な
い
」

と
の
理
由
で
受
け
取
れ
な
か

っ
た
経
験
を
話
し
、「
無
駄

に
子
ど
も
を
被
曝
さ
せ
て
し

ま
っ
た
」「
国
は
原
発
を
持
つ

資
格
は
な
い
」
と
怒
り
や
悔

し
さ
を
に
じ
ま
せ
た
。

　

同
会
の
中
村
毅
事
務
局
長

は
、
会
員
が
１
３
０
団
体
、

１
６
１
６
人
に
上
っ
た
こ
と

を
報
告
し
、「
ぜ
ひ
会
員
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か

け
た
。
集
会
後
、
大
阪
市
役

所
ま
で
パ
レ
ー
ド
し
た
。

大阪市 11
月
か
ら
子
ど
も
医
療
費
助
成
を
中
卒
ま
で
拡
充

「なくそう原発」のプラカードを掲げ、
アピールする参加者＝７日、大阪市内
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